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2004 年 11 月 5 日

独立行政法人水資源機構　（証券ｺｰﾄﾞ：－）

債券新規格付：「ＡＡ＋」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾟﾗｽ)

株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は、以下のとおり債券の格付けをしましたのでお知らせします。

発行体：独立行政法人水資源機構

【新規】
(対　象)　　　 (発行額)　　　 (発行日)　　　　　  (償還期限)　　　　  (利率)　　　　(格付)

・第１回水資源債券　  150 億円 2004 年 11 月 19 日  2014 年 9 月 19 日  　   1.63%     　 AA+

担保提供制限：なし（本債券は一般担保付であり、財務上の特約は付されていない。）

その他の特約：なし

社債管理会社：不設置（ただし、独立行政法人水資源機構法に基づき受託会社が選任されている。）
　　　　　

【格付事由】

(1) 独立行政法人水資源機構（以下、「機構」という）は、03 年 10 月 1 日に独立行政法人水資源機構法

に基づき設立された政府全額出資の独立行政法人である。機構の業務は、前身の水資源開発公団同様、

水資源開発基本計画（フルプラン）に基づき、治水・利水を目的としたダムや用水路等の施設の改築や

管理等を行っている。

(2) 機構設立後、最初の決算（03年 10月～04年 3月の半期）によると、受取利息が支払利息を超過した

こと等によって、53 億円の当期純利益を確保した。機構は、独立行政法人移行によって一定額発生す

る退職給付費用や金利変動リスク等に備えるために、04年 3月期末で合計 612億円の積立金を確保し

ており、目先は金利上昇等に耐えうるだけの自己資本の厚みを確保していると判断している。

(3) ＪＣＲは 04年 4月 7日に、機構の長期優先債務及び既発行債券の格付けを「ＡＡ+」と公表しており、

その後、格付けに影響を与えるような特段の事象は発生していない。

以　上

（シニアアナリスト　小峯　崇志、　アナリスト　三箇　和樹）
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（要約版）

独立行政法人水資源機構（以下、「機構」という）は、03 年 10 月 1 日に独立行政法人水資源機構法に基

づき設立された政府全額出資の独立行政法人である。機構設立後、最初の決算（03年 10月～04年 3月の

半期）によると、受取利息が支払利息を超過したこと等によって、53億円の当期純利益を確保した。機構

は、独立行政法人移行によって一定額発生する退職給付費用や金利変動リスク等に備えるために、04年 3

月期末で合計 612億円の積立金を確保しており、目先は金利上昇等に耐えうるだけの自己資本の厚みを確

保していると判断している。


